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２月を迎え、３年生は卒業までのカウントダウンが現実味を増してきた感がします。３月13日（金）
の第34回卒業証書授与式まで、授業日は今日からちょうど25日となりました。卒業式は、学校の教育
活動の中で“最大の学校行事”です。この学び舎を巣立つ３年生の思いと在校生の思いが交錯し、大き
な感動を生み出す行事です。その卒業式に向けて、生徒のみんなには、
次の問いに対する自分の答えを考えてほしいと思います。

① 中学校の卒業式にはどんな意味があるのだろうか？
② 卒業式に自分のどんな思いや気持ちを込めたいか？
③ 卒業式に込める思いや気持ちを表すためにはどうすればよいか？

３年生には卒業する“主役”としての立場から、１・２年生には送る
立場から、これらの問いに対する明確な考えをもって、これからの練習、
そして本番に臨んでほしいと思います。式をかたちづくる重要な要素と
して、「服装・身だしなみ」、「姿勢（着座姿勢・起立姿勢）」、「動き（入 昼休みの式歌練習（２年女子）昼休みの式歌練習（２年女子）

退場、起立・着席）」、「礼」、「返事」、そして「歌（国歌、式歌、校歌）」があります。これらの中で、自
分の“思い”をどのように“かたち”にしていくのか。これらを真っ直ぐに受け止め行動に移すことが
できれば、きっと感動的なすばらしい式になると確信します。

はなえみ

昼休みの式歌練習が２月３日からスタートしました。今回、式歌が変わりました。卒業生は新たに
『花笑』（作詩／弥勒、作曲／瑞木薫）、在校生は昨年度卒業生が歌った『花束』（作詩・作曲／桜田直子）
そして、全校生で『旅立ちの日に』（作詩／小嶋登、作曲／坂本浩美、編曲／松井孝夫）を歌うことにな
りました。歌う順番も、最初に在校生、次に卒業生、そして全校生という順になります。昨年度の式を

振り返れば、鳥肌が立つほどのスケ
ールの大きな素晴らしい式歌でした。
多くの来賓の方々からも絶賛されま
した。今年度の榎祭でのレベルの高
かった合唱コンクールを考えれば、
今年度の式歌も、今の富中を象徴す
るような、昨年度以上の素晴らしい
大合唱になると確信します。卒業式
に美しい彩りと言葉にはできないく
らいの感動を与えてくれるのは、式
歌です。歌詞に込められた思いや願
いをしっかりと表現してほしいと思
います。期待しています！
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かがやくこと、いくつか…かがやくこと、いくつか…

第14回福島県Ｓリーグテニス第14回福島県Ｓリーグテニス
大会県中地区予選大会 優 勝！大会県中地区予選大会 優 勝！

１月25日（土）、26日（日）に西部
第二体育館で開催された第14回福島県
Ｓリーグテニス大会県中地区予選大会
において、男子ソフトテニス部は、予
選リーグ（大槻中、郡山一中）、さらに
は決勝リーグ（船引南中、郡山三中）を
勝ち抜き、見事第１位に輝きました。３月15日（日）に福島市で行われる県大会
出場を決めました。県大会での健闘を祈ります。そして、来年度の中体連総合大会
にしっかりと繋がるような戦いにしてほしいと思います。

【出場選手】菅野那樹、菅野悠翔、丸野和士、佐藤千颯、後藤純平、馬場翔悟
髙 順平、梨本義斗

今大会で、僕達男子ソフトテニス部は優勝を果たすことができました。今回 【1/30 福島民友朝刊より】

優勝できたのは、体育館を貸してくださった方々、応援してくださった方々の
おかげです。次のＳリーグ決勝大会（県大会）では、今回の大会で出た反省や
課題をもとに、チーム一丸となって練習し、県中地区の代表として恥ずかしく
ない態度で試合に臨みたいです。決勝大会でも優勝めざし、がんばりたいです。

（男子ソフトテニス部 部長 菅野那樹）

第64回福島県書きぞめ展 １年加藤君「書きぞめ大賞第64回福島県書きぞめ展 １年加藤君「書きぞめ大賞」」、３年鈴木さん「準大賞」受賞！、３年鈴木さん「準大賞」受賞！

第64回福島県書きぞめ展において、１年加藤葵偉君が見事最高賞の「書きぞめ大賞」を受賞しました。また、３
年鈴木ひかりさんが「書きぞめ準大賞」、２年菅野明里さんが「書きぞめ奨励賞」となりました。３名は市の書きぞ
め展特別賞に続く受賞となりました。３名の作品には、線の美しさが感じられ、観る者を唸らせる力があります。
さらに、名前もしっかり書かれている点も素晴らしいです。加藤君、鈴木さんの“書”に対する思いです。

今回、「書きぞめ大賞」、「教育長賞」という二つの賞に入賞することができて良かったです。去年とは違い、
書体が行書となったので、今までより努力はしたかと思います。思ったより行書は難しくて、馴れるまでに苦労
しました。僕は、画の繋がりが非常に不得意で、上手く手本のように書けませんでした。冬休み中に頑張ること
はできたと思いますが、完全な完成には至らなかったと思います。今回の書きぞめ展で、行書の難度が僕の想像
よりかなり上で、完成に遠いことを知ったので、次回の書きぞめ展では、行書の特徴を捉え、自分の悔いのない

作品を作っていきたいです。（１年加藤葵偉）
【県書きぞめ展 入選作品】

中学校生活、三年間の集大成として三年生でも『書きぞめ大賞』
を穫るという目標がありましたが、達成することができず、とても
悔しいです。（鈴木さんは１・２生と２年連続で大賞を受賞してい
ました。）私は、６歳から習字を習い始めました。10年間続けてい
て、何度もやめたいと思ったことがありました。しかし、ライバル
や教えてくださる先生のおかげで続けることができました。ありが
とうございました。…中学校では、学校生活と習字の両立が難しか
ったです。小学校では、長時間やることも多々ありました。しかし、
中学校ではそうもいかず、特に今年は時間が限られていましたが、
その中でベストを尽くし、良い作品ができたと思います。習字で培
った忍耐力と集中力を高校では勉強面や部活面で生かしたいです。

（３年鈴木ひかり）

２名の言葉から、“向上心”が強く感じられます。菅野さんも含め、
自分自身が納得のいく作品づくりに励んでいってほしいと思います。


